
 

寝屋川市教育大綱(素案) 

 

昨今の急速な技術革新や、社会構造の変化などにより、未来を見通

すことが非常に困難な時代です。また、特に本市は都市部周辺にある

というその立地から、子どもたちの家庭環境も多様化し、格差が生じ

つつあり、これによる子どもたちへの影響も懸念されます。こうした

時代にあって、自らの人生を切り拓き、それぞれの夢に向かって、た

くましく生き抜いていくためにはどのような「教育」が必要なのでし

ょうか。 

私は、子どもたちが世の中にあふれる情報を正しく取捨選択し、自

ら考え、自らの考えを持ち、「精神的な自立」を得ることが、周辺の様々

な影響を排して「生き抜く力」を育成し、子どもたちの成長や人格形

成につながると考えます。 

現在、本市では、論理的思考力を身に付ける「寝屋川教育（方式）」

の確立に取り組んでいます。この取組をさらに推進することで、「考え

る力」をベースとした「学力」・「体力」などの一層の向上につなげる

ことが急務です。 

子どもたちが将来、力強く社会を生き抜く力を育んでいくことが社

会全体の願いであり、学校・家庭・地域はもとより、関係機関、関係

団体等との連携を深め、市民から信頼され、評価される教育の実現と

ともに、本市の特色ある取組により、市外からも選ばれる「寝屋川教

育」の実現を目指します。 

本市の教育改革に先立ち、「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」に基づき、本市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施

策の大綱をここに策定します。 
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寝屋川市だから学ぶことができる特色ある「寝屋川教育」の確立に

向け、教育内容、教育環境の２つの視点から本市の教育改革を推進し

ます。 

１．「考える力」の育成 

子どもたちが将来、自らが身に付けた論理的思考、考える力を活用

し、自らの可能性を広げ、感性や創造性を最大限に発揮することが出

来るよう、ディベート教育を中心に据え、コミュニケーション力、他

人を思いやる心、豊かな人間性を醸成します。 

また、「考える力」をベースに、基礎から発展につながる「学力」、

様々な理論に基づき鍛えあげる「体力」などを確実に身に付けさせる

ことにより、子どもたちの「生き抜く力」を育みます。 

さらに、「寝屋川スタンダード」を一層充実させることにより、寝屋

川市として指導方法の標準化を進め、これらを総合して、新たに就学

前教育をも含んだ形の寝屋川市だから学ぶことができる特色ある「寝

屋川教育」を推進します。 

 

２．「安心して学べる教育環境」の整備等 

子どもたちが安心して学ぶことのできる環境を引き続き整備します。 

「寝屋川モデル」として全国から注目されているいじめ対応をさら

に充実・強化するとともに、要望の多いトイレを始めとする学校施設

の改修や屋内運動場へのエアコンの設置、おいしい給食の提供などを

進めます。 

また、施設一体型小中一貫校である市立望が丘小学校・中学校を新

たなまちづくりのメインアイコンとして位置づけるとともに、９年間

の継続した学びの中で寝屋川市独自の教育を実現するため、全市的な

小中一貫校としての取組を推進します。 

不登校の子どもたちを始め、すべての子どもたちに教育の機会を保

障する取組を進めます。また、放課後児童対策等における取組や、人

生 100 年時代を見据えた生涯学習や文化・スポーツ活動の拠点の整備

など、社会教育を含む総合的な教育環境づくりを推進します。 

対象期間等 

策定から概ね４年間の大綱とし、大綱の実現に向け、実施計画を策

定し取組を推進するとともに、市と教育委員会が相互に協力・連携し

ます。 

基本理念 ： 『“寝屋川” だから学べる』 


